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要旨

本稿では，アジア人財資金構想･高度専門留学生育成事業における金沢大学コンソー

シアム（金大コンソ）の日本語教育，特にビジネス曰本語（BJ）教育について紹介し，

そのカリキュラムにより学生のＢＪ力が伸長したことを確認する｡金大コンソ方式の特

徴は，長期休暇期間中を利用した「短期集中型」教育を採用している点で，ビジネス・

ティーチング・アシスタント（BPL）制度の導入により，プロジェクト・ベースト・

ラーニング（PBL）に基づくＢＪ教育が円滑に行えるよう工夫している。今後の最も大

きな課題としては,海外から予備教育を経て入学する学生の曰本語力を着実に上げ,ＢＪ

教材集の内容を大幅にカスタマイズして，ＢＪ教育が支障なく実施できる仕組みを構築

することである。

キーワード：アジア人財資金構想，高度専門留学生育成事業，短期集中型ビジネス日

本語教育，プロジェクトペースト・ラーニング（PBL)，ビジネス・

ティーチング・アシスタント（BTA）

1゜はじめに

アジア人財資金構想・高度専門留学生育成事業（高度専門事業）は，平成19年度か

ら経済産業省主導により開始したプロジェクトで，アジアからの優秀な外国人を母国

と曰本の「ブリッジ人材(文献2)」として育成し，日本企業に就職させることが期待され

ている。平成2１（2009）年度現在，金沢大学を含む全国23コンソーシアムで同事業が

実施されている（文献4)。

金沢大学コンソーシアム（金大コンソ）における高度専門事業は，管理法人を勵石

１太田（金沢大学留学生センター)，今井（石川県国際交流協会)，島（石川県産業創出支援機構）
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111県産業創出支援機構（ISICO）とし，大学院自然科学研究科博士前期課程に「高度専

門（技術・ビジネス）留学生特別コース（特別コース)」を新設して開始した(文献7)。

受講学生に自然科学各分野の専門性をつけつつ，総合日本語，曰本文化，ビジネス日

本語（BJ）教育と２種のインターンシップを含む企業実践教育，就職支援事業を充実

させた特別カリキュラムを組み，教育を行っている（図１）。

本報告では，特別コースのカリキュラム中，特に金大コンソ方式のＢＪ教育カリキュ

ラムが，受講学生のＢＪ力の上昇に一定程度寄与したことを確認する。

アジア人財育成教育カリキュラム

ネス坐瞳節
Ｉ蝿

騒騒蔦ＩＭ叫鰯１１:;鬮鰈

司丞画

図１特別コースのカリキュラム

２．金大コンソ・短期集中型Ｂ｣教育実施概要

はじめに,金大コンソにおけるＢＪ教育の実施概要について述べる。金大コンソにお

けるＢＪ教育の一大特徴は「短期集中型」という点であり，ｌ年次の夏期休暇中５週間

100時間と翌春期休暇中７週間140時間実施している。

短期集中型ＢＪ教育を運営するに当たっての骨子をなすのは次の４点である｡①側)石

川県国際交流協会日本語・曰本文化研修センター（IJSC）と共同運営である点，②ア

ジア人財資金構想・共通カリキュラムマネジメントセンターである，財海外技術者研

修協会(AOTS)配信の教材集を金大コンソの実情に合わせ大胆にカスタマイズした点，

③ビジネス・ティーチング・アシスタント（BTA）制度により，日本語教師が容易に

扱えない分野でコラボレーション授業を実施した点，④「総合曰本語コース（総合曰

本語)」等の科目と教育内容の補完を行っている点である。

①については，金大コンソが，ISIＣＯという石川県関連の財団法人が金沢大学と連

携して設立されたコンソーシアムであることによる。ＢＪ教育を金沢大学単独で新たに

立ち上げるのではなく，（Hzi石川県国際交流協会と連携することにより，ＢＪ教育を通じ

た県と大学との連携を強化する道を選択したのである。その役割分担は，大学側で力
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リキュラムやシラバスなどのコースデザイン全般を担当し，ＢＪ教育の実施そのものを

IJSC側に委託するという形を採用した。

次に②についてであるが，AOTSから配信されている教材集はプロジェクト゛ベー

スト・ラーニング（PBL）に基づき，Ａ～Ｄの４フェーズに15テーマが配置されてい

る（文献8)(図２）。

(2009年１月現在）

図２ＡＯＴＳ配信教材集

ｌテーマにつき1.5時間×15コマ＝22.5時間をかけて教育を行い，コンソーシアムの

実』盾に応じて合計270時間程度のプログラムになるようカスタマイズすることが推奨

されている。金大コンソでは，上述のとおり計240時間で実施できるよう，図２中の○

印が付いた11テーマを選び，内容の取捨選択も含めたカスタマイズを行った注２．

③については，カスタマイズした教材集の内容にビジネス・経済・就活に関する専

門的事項があまりにも多く，従来の曰本語教育の範囲を大きく超えているという判断

の下に導入した制度である(文献6)。例えば，2008年２～３月にかけて実施した第１回春

期ＢJ教育においては，「就活」や「企業における男女共同参画の現状」などのテーマ

が盛り込まれていたため，就活ナビ会社課長の方や，大手電気部品メーカー専務の方

にＢＴＡとして日本語教師と共に教室に入ってもらい，現状を紹介してもらうとともに

２ＡＯＴＳ配信教材集のC-10で扱われる「愛・地球博」を「金沢大学角間キャンパス」に置き換え，大学の

活1性化プロジェクトに内容変更したほか，2008年度後半から2009年度前半にかけて，金大コンソの就職カ

ウンセラーを兼任するＢ、の助言に基づいてA-2の内容を大幅に変更し，「金沢大学（試作）版」を作成

したこと，などが挙げられる。
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学生と意見交換を行った。

最後に④については，金大コンソのＢＪ教育は長期休暇期間中に集中して行うため，

大学院２年間の通常学期期間中の曰本語力のボトムアップに，留学生センターで提供

する，総合日本語による日本語教育が欠かせない存在となっている。また，金大コン

ソでは，事業２年目以降，特別コースの選抜で学生を国内採用する立場から海外から

の直接受入れに方針を転換したため，受験時点で日本語カゼロの学生への曰本語力

アップを目指した予備教育半年間を設け，その教育にも総合曰本語コースが利用され

るようになった。

ここで総合曰本語のレベル設定について簡単に触れておく。総合曰本語には，初級

集中クラスにデザインされたＡＡクラスを除く７レベルが用意されており，Ａ（初級

前半)，Ｂ（初級後半)，Ｃｌ（初中級)，Ｃ２（中級前半)，Ｄ（中級後半)，Ｅ（上級前半)，

Ｆ（上級後半）のレベル構成となっている（文献lと3） Ｏ

特別コースでは，上記のようにゼロから曰本語学習を開始する学生のため，目安と

なる到達目標を総合日本語のレベルで募集要項に示している。学生は，図３における

Ｂ修了程度で来曰し，半年の予備教育をＣｌで学習し，翌春大学院正規生となってか

らの２年間をＤからＦまで進んでいく，という段階を経る。もちろん,ＢＪ教育を支障

なく行うには日本語力が高ければ高いほど良いわけであり(文献5１，我々はこの目安をあ

くまでも閾値的な最低限のレベルと捉えている。

初級鑿鱗織;;ｉｉｉ;ii:ｉｉ鱗ili;ｉｉｉ;1m‘
露ＡＡクラス｜雛針

溌Aｸﾗｽ懸藪｝

鰯ＢクラスｒｉｉｌｉｉＫｊ蕊鱒巳蝋｝

上級

図３総合曰本語のレベル

３．短期集中型Ｂ｣教育受講生の曰本語力推移

では,実際に特別コースに在籍する第１期７名と第２期生２名の曰本語力推移を，

学生の各学期始めの総合曰本語のレベルと，その時点までに出ていた「ビジネス日本

語テスト簡易版（BJT）注3」得点レンジで示す。

－４－



アジア人財資金構想・金沢大学コンソーシアムにおける短期集中型ビジネス日本語教育とその評価・課題（太H|・今沖島）

得点レンジは６段階に分かれており，高いほうから順に「Ｊ１＋」（800～600)，「Ｊ１」

(600～530)，「Ｊ２」（530～420)，「Ｊ３」（420～320)，「Ｊ４」（320～200)，「Ｊ５」（200～

0）となっている。

Ｓｌ～Ｓ３は上級レベルから始まったため，Ｓ１を除けばＢＪＴ得点レンジに変化はな

く，総合日本語も同じレベルで推移している。一方，Ｓ４～Ｓ７は総合日本語のレベル

が確実に１つ上へと上がり,Ｓ７はＢＪＴ得点レンジも１段階上昇していることが分かる

(表１）。

表１特別コース学生の曰本語力に関するデータ

Ｓ８Ｊ２

Ｓ９ Ｃ２

４．短期集中型Ｂ｣教育の評価

短期集中型ＢＪ教育後の「評価」は大きく分けて２つ実施した。まず，事業参加コン

ソーシアムに実施がほぼ義務付けられている，上記のＢＪＴである。

これまでにＢＪＴを受験したのは，初年度に入学した１期生７名（全て中国人）と，

２年目の４月に予備教育なしで入学した国内採用の２名（中国人と韓国人）である。

前者７名は，初期値，中間値ｌと２，最終値が，後者２名は初期値と中間値のみが出

ている（表２）。

３ＢＪＴとは，2009年３月まで(独)日本貿易振興機構（JETRO）が18回にわたって実施してきた「BJTビジネ

ス日本語能力テスト」をアジア人財資金構想用に簡易化したもののことである。2009年４月から「BJTビ

ジネス日本語能力テスト｣が側日本漢字能力検定協会に移管されたことにより,高度専門事業におけるＢＪＴ

も同協会による「BJT個別テスト」として実施されることになった。

－５－
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表２特別コース学生のＢ｣Ｔ得点に関するデータ

これらの値を用いてt検定を行ったところ,初期値と最終値の間では５％水準で有意

に上昇しており（p=0.046)，中間値ｌと最終値の問では有意な上昇傾向が見られる

(p=0.059）ことが分かった。特に，初期値と最終値の間は７例中５例が，「[最終値］

＝92.895＋0.915×［初期値],Ｒ?=0.796｣で表される回帰直線上にほぼきれいにプロット

されていた。

この結果から，学生のＢＪ力はそれぞれの初期値に応じて着実に伸長していると言

え，次の図４のように，初期値から最終値までの１０ヶ月強の間に行われた特別コース

の教育カリキュラムのうち，ＢＪ教育，総合日本語，インターンシップ等がＢＪ力の伸

びに一定程度寄与したと推定できる。

2“8難2“7年
Ｒ属 勵興徳露Ｔ③頂！

1期１．５年

２年

中鰯鑪

１鰹6）
避出i工

蝋灘

図４Ｂ｣Ｔ間の特別コース・スケジユール

次に，学生に対する事後アンケート（図５）では，ＡＯＴＳから提供された20問の原

案に短期集中型ＢＪ教育を行う金大コンソ側で10問を追加し,計30問の設問を学生に実

施した。

－６－
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図５短期集中型Ｂ｣教育後アンケート及び結果

アンケートは５段階評価で回答するようになっているが,金大コンソのＢＪ教育を特

徴づける「短期集中型」について，「コース全体のスケジュールの適切さ」（問４）の

結果は，2008年春期ＢJ教育において５点満点で4.57点，同年夏ＢJ教育で4.22点と，一

定の支持を受けたとみることができる。このほかにも，春夏とも平均評定が４点以上

の項目は，３０問中23問に及び，金大コンソ短期集中型ＢＪ教育は受講学生から概ね高い

評価を得たと言ってよいだろう。

その一方で，「実施場所」（問５）は平均評点に２点未満がつけられた項目であるが，

IJSCの場所が金沢駅近くなのに対し,学生の居住地が大学周辺であり,通学に不便だっ

たことが大きな原因である。今後も大学とIJSCとの共同運営でＢＪ教育を継続してい

く以上，これは大きな課題の一つと言えるだろう。

また，春夏どちらか一方の評点で３点台がついた５項目のうち，「教材内容」（問13）

と「教材分量」（問14）については，事業２年目以降，海外から予備教育を経て受入れ
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